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目的 病期 IV 悪性黒色腫患者の予後因子を調べる 
データソース  
研究の選択  
データ抽出  

主な結果 

25 年間 Eastern Cooperative Oncology Group (ECOG) で検討された

8 つの臨床試験に参加した 1362 名について予後因子を解析した。死亡に関

わる重要な予後因子は、転移臓器数、ECOG の PS、転移臓器（消化管、肝

臓 、 胸 膜 、 肺 ）、 免 疫 療 法 、 性 、 alkaline phosphatase, lactate 

dehydrogenase (LDH)、血小板数。  

結論 

予後に関与する血液検査データは、臨床試験の層別化に使用するために病期

の決定因子として採用を検討すべきだ。i 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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エビデンスのレベル分類（II ） 
結果には、肝転移は悪い予後因子であり（RR＝1.44）、肝臓に転移が

ある場合の生存期間中央値は 3.9 月、ない場合は 7.7 月と記載されて

いる。 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




